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フクトコブシ稚貝の成長に餌料と飼育籠

設置方式が与える影響
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Abstract

Juvenilesmallabalonewith20mminapproximateshelllengthｗｅｒｅｒｅａｒｅｄｆｂｒｏｎｅｙｅａｒｏｎｆＷｅｄｉｅｔｓ，

redalgaGeﾉｊｄｍｍａｍα"sjj，brownalgaSmgasszJ"〃Jppo"jc"、，ｄｒｉｅｄＬａｍｉ"αｍｚｓｐ.，artificialfbodand

brownalgaHypneajaponica・Thesmallabalonewerealsorearedinfburkindsofcagearrangementsina

largetank,namely,settingonabeercase,pilingupinfburstrata,hangingdownandsettingonthebottom

ofthetankGrowthofsmallabalonewasmostrapid,２０．１ｍｍ/year,ｗｈｅｎｉｔｆｅｄｕｐｏｎＧａｍα"siLwhile

thosefeduponartiflcialdietandLam"a7iawereslowAlthoughHjIp"eα八ＪＰＯ"zcapromotedhighergrowth

ratethanGamq"sjj,ｉｔｗａｓｏｎｌｙａｖａｉｌａｂｌｅｆｒｏｍＭａｒｃｈｔｏＭaywhenitwasabundantincoastalwaters・

Smallabalonegrewbestwhenrearedｉｎａｃａｇｅｓｅｔｔｉｎｇｏｎｔｈｅｂｏｔｔｏｍｏｆｔｈｅｔａｎｋａｎｄｔｈｅｇｒｏｗｔｈｒａｔｅｓｏｆ

ｔｈｏｓｅｒｅaredinothercagetypesweresimilaｒｔｏｅａｃｈｏｔｈｅｒ・Increaseofbiomassperbottomspacewas

greatestinthearrangementwherecageswerepiledup,Survivalrateswerehighinthegroupswhichhad

thehighgrowthrates．

伊豆諸島八丈島ではフクトコブシＨzﾉmtisdかe形

s/ＣＯﾉＤｒｄｉｙ伽ＣＯ肋は最も重要な貝類資源であるが，そ

の漁獲量は1973年に68tに達したあと大幅に減少し，

近年は10t以下に低迷している。トコブシ養殖は落ち

込んだ生産量を増加させるだけでなく，春から夏の漁

期に限られるトコブシの供給を周年可能にし，また，

漁獲制限殻長にかかわりなく小型貝の出荷を可能にす

るなど，多くの利点を持っている。トコブシを含むア

ワビ類の養殖はカリフォルニア・台湾などで行われて

おり，カリフォルニアでは，Ｚ、(/i2sCe"s,Ｈ九にe"s,H

CO,７Ｗｇａｍを陸上水槽と海中の籠で養殖し，、その生産

量は北米の全生産量の５％を占めている。刀台湾では

1977年頃からトコブシ且ｄｉｖｅ航o〃s叩errexraの潮間

帯養殖が始まり，その後陸上水槽でも養殖が行われる

ようになった。1976年以前は60t以下の漁獲量であっ

たが，近年は養殖により１千ｔを越える生産を上げる

に至った｡3.4）この他養殖を目指した飼育試験例は

多く，チリではf、‘i2SCe"Ce’３）ニュージーランドで

はＨ伽,６）タイではＨａｓ〃ｊ"αｱ)について行われて

いる。

曰本では1983年頃から岩手県・宮城県などで陸上水

槽を使った大規模なアワビ養殖が試みられたが，その

後経営に行き詰まり,8)現在は北海道,岩手県,千葉県，

佐賀県などで小規模に行われているに過ぎない｡,．１０．m）

かつての東北地方におけるアワビ類の陸上養殖では，

出荷まで４年から４年半の経費をどう克服するかが問

題であった｡8)一方，八丈島の漁場におけるフクトコ

ブシの成長をみると，孵化後１年で殻長41ｍｍ，２年

で61ｍｍと非常に速く，'2）養殖により短期間で出荷サ

イズに成長させることも可能と考えられた。

伊豆諸島におけるフクトコブシの飼育はこれまで種

苗生産用の母貝および採卵後放流までの稚貝を対象と
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して行われており，また，漁場における海藻の餌料価

値を明らかにするため，幾つかの餌料を用いた試験が

行なわれてきたが,'３.'4)出荷サイズまでの養殖の試み

は成されていなかった。そこで，伊豆諸島とりわけ八

丈島においてトコブシ養殖技術を開発するため，餌料

が成長に与える影響および飼育籠の設置方法が成長に

与える影響について調査した。餌料としては，八丈島

で入手し易いマクサ（テングサの一種)，タマナシモ

ク，乾燥コンブ，配合飼料，カギイバラノリを用い，

飼育篭の設置方法としては，底面設置，台上設置，垂

下，４段重ねとした。

曇
方法

東京都水産試験場八丈分場において1993年６月２日

～1994年６月１曰までの１年間，フクトコブシ稚貝を

飼育した。1992年８月に伊豆大島の東京都栽培漁業セ

ンターで大島産卜コブシ母貝から採卵し，1993年５月

まで同センターで育成した個体を八丈島に輸送し供試

した。

餌料試験では，マクサｃｃ"djzJmamα'Ｍ，タマナシ

モクStJ,gass",?z〃,ippo"ic"、，乾燥コンブ（岩手県産)，

配合飼料，カギイバラノリ矼川eα〃o"伽を残餌が

残る程度に投与した。配合飼料は八丈島輸送前に栽培

センターで投与していたアワビ用ペレットを用い，マ

クサ・タマナシモク・カギイバラノリは八丈島周辺で

採取し水槽中で蓄養したものを用いたが，これらの海

藻は流水中でエアレーションを施しても次第に葉部の

変色・脱落・枯死が起こるため，１週間から１０日毎に

新たに海域から採取し，常に新鮮な藻体を投与した。

タマナシモクは秋には枯死して漁場から採取できなく

なるため，９月から12月の４ヶ月間はタマナシモクに

換えてマクサを投与した。カギイバラノリは八丈島周

辺では春季にのみ繁茂するため，３～５月の３ヶ月間

のみ試験を行った。飼育容器としてはプラスチック籠

(46×30×Ｈ１6ｃｍ）を用い，底部の２ケ所に幅12ｃｍ

の帯状にセメントを塗り付着基盤とするとともに，籠

中に瓦を置いてシェルターとした（図１)。各飼育籠

は半屋外に設置した大型水槽（３×1.5×Ｄ1ｍ）中の

ビールケース（37×45×Ｈ30ｃｍ）の上に置き，網蓋

上に重りを乗せ飼育籠を安定させた。

飼育籠設置方式試験では底面・多段・台上・垂下の

4種の設置方式を試み（図1)，このうち，水槽底面飼

Ｃ

獣蝉

鐸

鋒 鍵

Ｅ Ｆ

図１飼育篭と設置方式。

Ａ・Ｂ,飼育篭;Ｃ,台上設置

Ｄ，垂下;Ｅ,底面設置;Ｆ,多段設置

育では65×50×Ｈ１3ｃｍのプラスチック板を餌料試験

と同じ大型水槽の底面に設置し，板側面から水面上ま

で網を立ち上げフクトコブシ稚貝の逸散を防ぐと共に，

板上に瓦４枚を敷きシェルターとした。多段飼育では

餌料試験と同じプラスチック飼育籠を４段に重ね大型

水槽に設置した。台上飼育では餌料試験と同様ビール

ケース上に飼育籠を置き，垂下飼育では水面下30ｃｍ

に吊るした網板上に飼育籠を置いた。設置方式試験の

餌料としてはタマナシモクを用い，タマナシモクの枯

死する９～12月はマクサを投与した。

毎週３回隔日に小型ポンプによる水流の吹きつけと，

サイホン吸引により籠中の残餌・糞を取り除き清掃し

た。半月に１回大型水槽中の水を落とし水槽内部を清

掃すると共に，飼育籠を取上げて籠の内面・外面およ

び瓦を清掃し，清掃終了後に各試験区の設置位置を変

え，水槽中の位置が試験区間の成長の偏りをもたらす

ことを防いだ。注水量は毎分302とし，エアレーショ
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表１フクトコブシの成長 (殻長ｍ、）
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料バラノリ飼青ﾏｸｻ：二二千ｺﾝﾌﾞ爵

台
飼

上
育 垂下

飼青

多段

１段

多段

２段

多段

３段

多段

４段

固体数３９３５２５１０３７３３３５３３３３３５３５３２

1９９３．６．２

７．２

８．２

９．１

１０．１

１１．１

１２．３

１９９４．１．４

２．２

３．３

４．１

５．２

６．１

１
３
０
７
９
２
２
１
２
２
１
１
２

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
３
６
８
０
３
５
７
８
９
０
１
２

２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
４
４
４

９
６
６
８
３
９
２
５
９
７
９
９
６

●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
２
３
４
６
８
１
３
４
５
６
７
８

２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３

８
７
４
７
９
５
３
４
１
５
８
０
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●

０
１
３
４
５
７
９
０
１
１
１
２
２

２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３

８
９
５
１
２
９
５
０
１
２
５
７
０

●
●
●
●
●
●
●
◆
●
●
●
●
●

１
３
６
８
９
９
０
１
１
１
１
１
２

２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３

６
４
５
２
０
４
６
０
５
１
２
２
７

℃
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
■
●

０
２
４
７
９
１
３
６
７
８
９
０
０

２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
４
４

０
６
６
８
３
９
２
５
９
７
９
９
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の

型
巫
四
型
加
羽
刈
羽
郵
蒟
沁
刀
羽

９
８
０
４
１
８
８
９
１
０
０
１
２

●
●
●
□
●
Ｐ
●
●
●
●
●
●
●

０
１
３
４
６
８
０
２
４
５
６
７
８

２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３

０
０
３
１
７
７
７
８
２
７
５
３
０

□
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
１
２
４
５
８
０
２
４
４
５
６
７

２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３

５
１
２
８
６
４
６
８
９
７
７
６
７

●
●
ロ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

９
０
１
２
４
７
９
１
２
３
４
５
６

１
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３

２
３
４
０
７
６
５
５
６
２
９
０
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
２
３
５
６
９
１
３
４
５
５
７
７

２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３

４
９
９
２
６
８
２
６
１
９
９
１
８

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
１
２
４
５
７
０
２
４
４
５
７
７

２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３

35.4

36.8

39.0

４１．０

'93.6-,94.6

,93.6-,93.8

,94.1-'94.6

,94.3-,94.6

20.1

６．６

５．１

３．０

1６．６

２．８

５．１

２．９

11.8

３．９

２．２

１．１

1０．２

６．３

１．０

０．８

20.1

６．６

４．７

２．６

1６．６

２．８

５．１

3.0

1７．３

３．５

５．３

３．２

1７．０

４．１

４．２

２．３

1７．２

３．３

４．９

３．０

1６．７

３．８

４．４

２．７

1６．４

２．８

５．２

２．９5.6

多段の１段目は最下段

表２飼育フクトコブシの平均増重量ンは各飼育籠の間で行った。

飼育密度は300個/ｍ２を基準とし，底面飼育では８０

個体，籠飼育では40個体を収容した。供試貝が莞死し

た場合は，別に飼育した同程度の殻長の個体を補給し，

飼育密度を一定に保った。籠飼育では40個体全ての殻

表に，底面飼育では80個体中40個体の殻表にＮＣプレー

トを貼付し，個体識別した。１ケ月毎に籠を取上げ，

トコブシの殻長を基盤に付着した状態のままノギスに

て測定した。各月の平均殻長の算出に当たっては，飼

育期間の途中に蕊死した個体を除き，1年間生残した

個体についてのみ集計した。
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た（p＜0.01)。マクサ区では試験を開始した６月の成

長は1.28ｍｍ/月とやや劣るが，７月以後急速に成長し，

12月以降やや鈍化する。年間成長は20.1ｍｍと上記３

種を有為に上回った（p＜0.01)。カギイバラノリ区は

3～５月のみの試験であったが，他の試験区の成長を

大きく上回り，３ヶ月間で5.6ｍｍとマクサ区の２倍近

い成長を示した。試験期間中の増重量をみると（表2)，

殻の成長と同様マクサ区が最大であった。

飼育籠の設置方式別の成長を表１，図３．４に示し

た。多段式飼育では．各段の間に有為な成長差はみら

れず，年間成長量は16.4～17.2ｍｍであった。底面飼

育，台上飼育，垂下飼育，多段飼育の年間成長を比較

すると，底面飼育が20.1ｍｍと他の飼育方式を２９～

3.7ｍｍ上回り，この違いは主として飼育開始後３ヶ

月間の６～８月に生じている。台上飼育では飼育開始

後約３ヶ月間の成長は他の飼育方式を下回るが，その

結果

餌料試験による成長を表１．図２に示した。配合飼

料区は試験開始直後の６．７月には良好な成長を示し

たが，その後徐々に成長が衰え，１月以降の成長は非

常に悪く，年間成長量は10.2ｍｍと４種の中で最も悪

かった。乾燥コンブ区は６～11月まではほぼ直線的な

成長を示すが，１２月から成長が大きく落ち込み，年間

成長量は11.8ｍｍと生海藻投与区に大きく劣った。タ

マナシモク区は，飼育開始当初の６～８月は４種餌料

中最も成長が悪かったが，タマナシモクからマクサに

餌料を変えた９～12月には良好な成長を示し，再びタ

マナシモクを投与した１～４月には成長量は低下する

ものの，マクサ投与とほぼ同じ成長であった。本区の

年間成長は配合餌料区・コンブ区に比べ有為に良かつ
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に伴う栄養要求の変化の可能性だけでなく，マクサ・

タマナシモクの表面に付着する微小海藻の種・量が季

節的に変化することも考慮する必要があろう。アワビ

稚貝の優良餌料である珪藻はテングサの表面に多量に

付着し,'，)水中では褐色を帯びることがある。伊豆諸

島ではこの状態のテングサをヌマ付きと呼び例年晩夏

に多くみられる。６～８月は珪藻の着生量が多い時期

と考えられ，マクサ投与区で成長が良かった時期と一

致する。今後藻体上の珪藻量とフクトコブシの成長と

の関係についても検討する必要があろう。

カギイバラノリ区は投与した３ヶ月間についてみれ

ば，マクサ区のほぼ２倍の成長を示し極めて餌料価値

の高いことが分かる。しかしこの海藻は繁茂期間が

3～５月と非常に短く，かつ着生水深が２～３ｍ以浅

と浅いため急深な伊豆諸島では分布域が限られ，着生

量は少ない。このためトコブシ養殖の餌料としては補

助的な役割に止まらざるを得ない。配合飼料区は，殻

長27ｍｍ前後までは良好な成長を示すがその後急速に

停滞しており，成長の進んだ貝に対する餌料価値は低

いことが分かる。

垂下飼育と台上飼育の成長には差がなく，多少の籠

の動揺は成長に影響を与えないことがわかる。しかし

本試験の垂下飼育では寵の揺れは僅かで，海域の表層

や中層の垂下条件を再現し得てはおらず，この点|こっ

てはさらに検討する必要がある。４段飼育では各層間

の成長に差はなく，また台上の単層飼育との間にも差

はみられなかった。底面飼育は４段飼育の成長を上回っ

ているが，籠底面積（0.138,2）当たりの年間生産量

をみると（平均増重量と生残数から算出)，４段飼育

では7139と底面飼育の1979を大きく上回ることから，

養殖に当たっては水槽の深さを利用し籠を重ねること

が有効と考えられる。

生残率についてみると，配合飼料投与区の生残率が

特に悪かった。同区では２曰置きの篭清掃時に残餌の

周辺に黒い還元域が形成され，水質が悪化しているこ

とを示していた。成長の良い区ほど生残率は高かった

が，前記の現象は，トコブシの成長が投与された餌料

の栄養価だけでなく，餌料の投与による水質の変化に

も影響されることを示唆している。

本試験によるフクトコブシ種苗の成長は，最も良い

テングサ投与区および底面飼育区で年間20.1ｍｍ，月

平均1.68ｍｍであった。企業化されているアワビ類養

後回復し，年間成長量では，垂下飼育，多段飼育との

間に有為な差はみられなかった。

月平均水温は，２月に18.0℃と最も低く９月に

27.0℃と最高を示しており（図Ｚ)，水温が低下する

１月から４月に成長の悪くなる傾向がみられた。各試

験区の生残数の推移を図５に示した。マクサ投与区の

年間整死は僅か１個体，生残率は97.5％と良好で，タ

マナシモク投与区も87.5％と比較的良かった。これに

対し，乾燥コンブ区では62.5％，配合餌料区では25.0

％と両区の生残率は非常に悪かった。成長と生残率は

比例し，成長の良い区ほど生残率も高かった。飼育篭

設置方式試験の生残率は80.0～87.5％と各試験区の間

に大きな違いはみられなかった。

考察

餌料海藻とアワビ類の成長の関係について，

Chen'５)はトコブシＨzﾉﾉorisdjvemcoﾉO祁叩e汀ｅｘｍにオ

ゴノリＧｍｃｉ〃αqP.とアオサＵ/vaSp.および配合飼料

を投与し，オゴノリの成長が最も良いとし，Stuart

ら１６）はヘリトリアワビＨﾛﾉﾉo伽かｉｓにＧｍｃｊﾉﾋz7ja

cﾉijノセ"血Ｕ/vMzcmca，Mzc,℃Cys的〃(/i2mを投与し，

3種混合投与もしくはＧｃｈ』ん"血の単独投与で成長が

良いとした。菊地ら'７）は20種の海藻を殻長20～28ｍｍ

のエゾアワビに投与し，ワカメ・アラメにより良好な

成長が得られるとした。伊豆諸島に多量に着生するマ

クサとタマナシモクの餌料価値については，大島で短

期間の調査例があり，両餌料を単独投与したトコブシ

の１ヶ月間の成長はそれぞれ0.8ｍｍ，1.0ｍｍと良いも

のではなかった｡'4）しかし，漁場から採捕したトコブ

シの消化管内容物はテング`サが主体であり，四.18)選択

的にテングサを摂餌する傾向のみられることから，'3）

マクサを主体とするテングサの餌料価値は高いと推測

された。本試験ではマクサ投与区で年間20.1ｍｍの成

長を示し，タマナシモク・乾燥コンブ・配合飼料区を

上回り，マクサが優良な餌料であることが裏付けられ

た。マクサ投与区とタマナシモク投与区の成長を季節

的に比較すると，６～８月はマクサ区で6.6ｍｍである

のに|こ対し，タマナシモク区は2.8ｍｍとマクサ区の

成長が大きく勝っていたが，１～５月は両区とも

5.1ｍｍと全く差がみられなかった。６～８月にのみマ

クサ区とタマナシモク区の成長に違いが生じた要因と

しては，両海藻の栄養成分の季節変化や，稚貝の成長
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要約

１）フクトコブシ稚貝（殻長約20ｍｍ）を餌料５種

および飼育籠の設置方式４種により１年間水槽飼育し，

成長を明らかにした。

２）年間の殻長成長量はマクサ投与区で201ｍｍと

最も良く，次いでタマナシモク区，乾燥コンブ区，配

合飼料区の順であった。

３）カギイバラノリは３～５月の繁茂期のみの飼育

であったが，成長量は5.6ｍｍとテングサの約２倍の

成長であった。

４）飼育籠の設置方式４種を比較すると，水槽底面

に設置した籠による成長が最も良く，残る台上飼育，

垂下飼育，多段飼育による成長には有為な差はみられ

なかった。

５）餌料試験における生残率は，成長の良い区ほど

高い傾向がみられた。
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